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形 (図2(a))またはダンベル (図2(I,))から突起が一つしかないロリポップ形 (図2(C))に変形した｡(図2)に各
Wにおけるベシクルの体積 (1′)/Voと微小管の長さLo/Roの関係を示した.ここで t(0-47TRo3/3であり､(V)
は体積の統計平均である｡(図2)において､下の曲線は球形またはダンベルに対応し､上の曲線はロリポップ形
に相当している｡宝谷らの実験では､¢形ベシクルが観測されているが､その真申の球形部分は微小管に沿って
揺動し､十分時間を経るとロリポップ形に落ち着 くことが観察されている【4】｡このことはロリポップ形の方が
¢形よりも安定であることを示しており､我々のシミュレーションの結果とも一致する｡シミュレーションでは
微小管を急速に伸長させたときに(図3)のような¢形が得られ､¢形が準安定形であることを示唆している｡
以上より､微小管の伸長による¢形 (あるいはロリポップ形)ベシクルの形成には､微小管と膜との間に働く
引力が重要な役割を果たしている可能性があると考えられる｡
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